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中心市街地に関するアンケート（居住者）集計結果（詳細） 

中心市街地の居住者等の消費動向や必要な都市機能を把握し、今年度策定予定の中心市

街地のまちづくりに関するビジョン、並びに、令和５年度策定予定の第４期八戸市中心市

街地活性化基本計画の検討にあたっての参考にするため、アンケートを実施したもの。 

 

〇実施時期：令和４年 10 月 28 日(金)～11 月 14 日(月) 

〇対 象 者：中心市街地居住者で満 18 歳以上の 862 人（572 世帯）を無作為に抽出 

〇回 答 数：370 

〇回 答 率：42.9％ 

※無回答を除いて集計しており、「ｎ」はアンケート回答総数を示しています。 

 複数回答の場合、回答の比率が 100％を超える場合があります。 

 

１.基礎情報について                           

(1)性別（ｎ366）                (2)年代（ｎ367） 

   

 

 

 

 

 

 

(3)職業（ｎ357）                (4)居住年数（ｎ367） 

                        

 

 

 

 

 

10代 0.3% 20代 5.7%

30代 8.4%

40代

12.3%

50代

19.1%
60代

22.9%

70代以上

31.3%

年代

無職

37%

会社員・会社役員

31%

自営業

12%

パート・アルバイト

11%

公務員 6%

その他 2%
学生 1%

職業

10年以上

59%
５～10年未満

12%

２～５年未満

22%

１～２年未満

5%

１年未満 3%

居住年数

女性

55%

男性

44%

回答しない

1%

性別

令和４年 12 月 28 日 

八戸市まちづくり推進課 
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(5)居住形態（ｎ366）               (6)世帯構成（ｎ356） 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

２．普段のお買い物や行動について                             

以下の商品を購入する際の購入先やその店舗をよく使う理由等について 

(1)「食料品」の主な購入先（ｎ391） 

 

 

 

一戸建て

（自己・家族所有）

39％
マンション

（自己・家族所有）

35％

マンション(賃貸)

11％

アパート(賃貸)

12％

一戸建て(賃貸）

2%

アパート

（自己・家族所有）

1%

居住形態

２世代

35%

夫婦・

パートナーのみ

31%

単身

28%

３世代 5% その他 1%

世帯構成

主に

中心市街地

19％

購入する商品や

機会ごとに中心

市街地とそれ以外

を使い分け

26％

主に

中心市街地以外

48％

主に宅配サービスや

ネットスーパーなど

4%

食料品購入場所

中心市街地で買物する方

45％

※主に中心市街地と購入する
商品や機会ごとに中心市街
地とそれ以外を使い分けて
いる方の合計
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(2)(1)の「食料品」の店舗等をよく使う理由 ※複数回答可。 

〇主に中心市街地で購入している方（ｎ93） 

〇主に中心市街地以外で購入している方（ｎ454） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇主に宅配サービス等を利用している方（ｎ21） 

1

2

2

2

3

4

11

14

54

0 20 40 60 80 100 120 140 160

品質が良い

通勤途中にあるから

店の雰囲気や対応が良い

商品が安い

職場に近い

ポイントが貯まる

車で行きやすく、駐車場が無料

品揃えが豊富

自宅に近い

主に中心市街地で購入する理由(食料品)

2

5

10

15

18

39

57

77

97

134

0 20 40 60 80 100 120 140 160

交通の便が良いから

営業時間が長いから

職場に近い

店の雰囲気や対応が良い

自宅に近い

品質が良い

ポイントが貯まる

商品が安い

品揃えが豊富

車で行きやすく、駐車場が無料

主に中心市街地以外で購入する理由(食料品)

1

1

2

3

5

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

外出不要だから

障がいがある

ポイントが貯まる

品揃えが豊富

品質が良い

店の雰囲気や対応が良い

主に宅配サービス等を利用している理由（食料品）
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(3)現状の「食料品」の買物環境に不便・不足があるか。（ｎ360） 

 

 

 

 

 

(4)(3)で「大いにある」「少しある」と回答した方の主な理由（ｎ243） 

 

 

 

 

 

 

大いにある

38%

少しある

25%

あまりない

30%

ない

7%

あると回答した方

63％

1

1

3

4

4

28

28

37

137

0 20 40 60 80 100 120 140 160

店に入りにくい

ポイントが貯まらない

駐車場無料のスーパーがない

閉店時間が早い

重いものや大きいものを持って歩くのが大変

選択肢が少ない

今ある店舗の価格が高い

品数や生鮮食品等が少ない

徒歩圏内にスーパーマーケットがない
（三春屋がなくなって不便含む）

食料品の買物に不便・不足を感じている理由



5 

 

(5)「洋服」の主な購入先について（ｎ389） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) (5)の「洋服」の店舗等をよく使う理由 ※複数回答可。 

〇主に中心市街地で購入している方（ｎ90） 

 

 

 

1

3

5

5

6

8

8

17

37

0 20 40 60 80 100 120

職場に近い

店の雰囲気や対応が良い

ブラントが好き

車で行きやすく、駐車場が無料

商品が安い

ポイントが貯まる

品揃えが豊富

品質が良い

自宅に近い

主に中心市街地で購入する理由（洋服）

※主に中心市街地と購入する 
  商品や機会ごとに中心市街 
  地とそれ以外を使い分けて 
  いる方の合計 

主に

中心市街地

13％

購入する商品や
機会ごとに中心
市街地とそれ以
外を使い分け

21％主に

中心市街地以外

43%

主にインターネット
等の通信販売を利用

17％

購入しない

5%
家族に依頼

1%

洋服の購入先

中心市街地で買物している方

34％
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7

8

12

20

24

0 20 40 60 80 100 120

品質が良い

ブラントが好き

ポイントが貯まる

商品が安い

品揃えが豊富

主にインターネット等の通信販売を利用している理由

（洋服）

〇主に中心市街地以外で購入している方（ｎ362） 

〇主に宅配サービス等を利用している方（ｎ71） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)現状の「洋服」の買物環境に不便・不足があるか。（ｎ339） 

 

 

 

 

 

 

 

大いにある

27%

少しある

16%

あまりない

45%

ない

12%

あると回答した方

43％

2

13

15

22

23

23

76

92

96

0 20 40 60 80 100 120

職場に近い

店の雰囲気や対応が良い

ポイントが貯まる

ブラントが好き

品質が良い

自宅に近い

商品が安い

車で行きやすく、駐車場が無料

品揃えが豊富

主に中心市街地以外で購入する理由（洋服）
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32

65

88

137

197

210

0 50 100 150 200 250

利用しない

さくら野、コンビニ以外の食料品店（魚・野菜など）

さくら野、コンビニ以外の小売店（洋服、靴、鞄、
薬、花、本）

飲食・喫茶店(食事や飲酒など）

さくら野

コンビニ

物販・飲食等の利用状況

(8) (7)で「大いにある」「少しある」と回答した方の主な理由（ｎ152） 

 

 

３．中心市街地で利用される場所等について ※複数回答可。         

(1)物販・飲食等の利用状況（ｎ729） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数ｎ368 に対する割合 

〇コンビニ            〇さくら野                   〇飲食・喫茶店 

（食事や飲酒など） 

                      

 

 

 

 

 

 

6

18

23

24

30

51

0 10 20 30 40 50 60

無料駐車場がない

自宅近くにない

（三春屋の閉店含む）

品揃えが少ない

好みのものがない

高い商品しかない

店舗が少ない

洋服の買物に不便・不足を感じている理由

57%コンビニ

利用率

54%さくら野

利用率

37%飲食・
喫茶店
利用率
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46

2

5

7

9

10

15

19

81

127

153

224

0 50 100 150 200 250

利用しない

コワーキングスペース

パチンコ店

塾

ゲームセンター

福祉施設

カラオケ店

習い事

映画館

病院

理美容店

金融機関・郵便局

サービス等の利用状況

〇上記以外の小売店             〇上記以外の食料品店         〇物販飲食を全く利用しない方 

（洋服、靴、鞄、薬、花、本）       （魚・野菜など） 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)サービス等の利用状況（ｎ698）    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数ｎ368 に対する割合 

〇金融機関・郵便局                〇理美容店 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

24%

上記以外の
小売店利用率

18%

上記以外の
食料品店

（魚・野菜など）
利用率

9%

物販・飲食等
を全く

利用しない

61%

金融機関

郵便局

利用率

42%
理美容店

利用率
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73

6

42

63

116

131

0 20 40 60 80 100 120 140

利用しない

学校

職場

公園

散策など街なかの回遊

お祭り・イベント

その他の利用状況

 

〇病院                      〇映画館 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)公共施設の利用状況（ｎ820） 

 

(4)その他の利用状況（ｎ431） 

                             

                            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

35%
病院

利用率

22%

映画館

利用率

70

32

36

47

73

92

105

155

210

0 50 100 150 200 250

利用しない

八戸ブックセンター

YSアリーナ

美術館

図書館

公会堂・公民館

マチニワ

八戸ポータルミュージアムはっち

市役所

公共施設の利用状況
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29

24

59

28

48

86

41

52

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ほとんど行かない

２～３か月に１回

月２～３回

月１回

週１回

週２～３回

週４～５日

ほぼ毎日

中心市街地の利用頻度

※回答数ｎ368 に対する割合 

〇お祭り・イベント              〇散策など街なかの回遊       〇公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．３で回答した目的地にお出かけになる頻度とその移動手段について         

(1)利用頻度（ｎ367）      

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36%お祭り
イベント
利用率

32%
散策など
街なか回遊
利用率

17%

公園
利用率

ほぼ毎日

14%

週４～５日

11%

週２～３回

23%
週１回

13%

月１回

8%

月２～３回

16%

２～３か月に１回

7%

ほとんど行かない

8%

利用頻度

中心市街地を

週１回以上利用する方

62％

ほとんど行かないと回答した

方の理由

〇行く理由や魅力がない ８

〇歩行困難のため ３

〇無料駐車場や駐輪場がない ２
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(2)移動手段（ｎ448） ※複数回答可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.これからの中心市街地について ※複数回答可。               

(1) 商店街（商業機能）について、今後、商店街を魅力的にしていくために取り組むべきと思わ

れる項目は何ですか。（ｎ926） 

 (2)商店街（商業機能）以外について、今後、中心市街地のまちづくりとして取り組むべきと思

われる項目は何ですか。（ｎ622） 

 

 

 

 

 

徒歩

73%

自動車

15%

自転車

4%

バス

6%

タクシー

2%

25

91

103

114

144

213

236

0 50 100 150 200 250

特にない

より良い商品やサービスを提供する
店員の専門性と接客力の向上

各店舗が参加する販売促進イベントの充実

店舗の改修による外観や店舗内装の魅力向上

古い建物を建て替え、
新店舗や新機能を入れる商店街づくり

販売する商品やサービスの魅力向上

空き店舗に新店舗を入れることで、
多様な店舗が連なる商店街づくり

商店街（商業機能）について取り組むべきと思われる項目

27

110

121

169

195

0 50 100 150 200 250

特にない

観光客を増やし、観光客の満足度を高める取組

働く人を増やし、働く人の満足度を高める取組

多様な学び、活動、交流の機会を通じた人づくりや
コミュニティづくりのための取組

居住者を増やし、居住者の満足度を高める取組

商店街（商業機能）以外について取り組むべきと思われる項目
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6.自由記述まとめ ※ご要望・ご意見の多かった順に掲載しております。        

(1)自由記述（カテゴリー別上位 15 位） 

 

 

(2)カテゴリー別 

①「スーパーマーケット」に関する主な意見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

11

11

11

16

16

30

30

37

46

49

53

68

77

89

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

魅力ある祭りやイベントの実施

カラスのフン対策

小中高生向けの施設・居場所づくり

交通の利便性向上

お金や時間を気にせず過ごせる憩いの場

朝市やマーケットの開催や道の駅などの直売所

子供連れで楽しめる施設

体を動かせる施設整備

公園・広場、緑地の整備や充実

歩きやすい歩道の整備、ベンチやテーブルの設置

映画館

複合型商業施設

無料もしくは利用に応じて割引される駐車場

小売専門店や品揃えの充実

スーパーマーケット

ご要望・ご意見の多かった自由記述

23%

スーパーマーケット

・徒歩圏内で行けた三春屋がなくなり大変不便 

・今は車で郊外に買物に行くが、免許返納後を考えると 

 不安 

・今ある店舗は選択肢がない上に、高くて品揃えが悪い 

・仕事帰りに買物できる場所がほしい（営業時間が短い） 

・飲食店が必要とする食材が手に入る場所 

・新鮮な野菜や魚が手に入る場所 

・少し高級なスーパーマーケット 

・無農薬野菜など健康志向の食品を販売する店舗 

・無料駐車場を完備したスーパーマーケット 

・輸入食材店 

※自由記述総数に 

対する割合 

上位 7位(自由記述総数に
対し 10％以上のもの)ま
では以下に詳細意見を記
載しております。 
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 ②「小売専門店や品揃えの充実」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

 

③「無料もしくは利用に応じて割引される駐車場」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

 

④「複合型商業施設」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

20%

小売専門店や

品揃えの充実

・地域性の高い地元商品を販売する店舗 

・衣料品店（安価、男性向け、20 代向けなど） 

・郊外と営業時間が同等な店舗 

・海産物市場 

・首都圏で流行っている店舗 

・ホームセンター、パン屋、靴専門店、雑貨店、スポーツ店、 

家具店、携帯電話会社ブランド店、電気店、ドラッグストア、 

本屋、100 円均一、ファミリーレストラン、ファストフード 

18%

無料もしくは利用に応じて

割引される駐車場

・無料駐車場 

・駐車料金を気にせず買物や滞在できるまち 

・利用に応じて無料になる駐車場と店舗が一体となった施設 

・安価な料金で駐車できる駐車場 

 

 

14%

複合型商業施設

・家族、若者向けのファッションビル 

・無料駐車場付きのブランド品などが入った百貨店 

・何でも揃う大型ショッピングモール 
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⑤「映画館」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

⑥「街路の整備等」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「公園・広場、緑地の整備や充実」に関する主な意見 

 

 

 

 

 

 

・映画館を中心街に残してほしい 

・まつりんぐ広場をドライブインシアターに 

・美術館で映画上映を 

 

13%

映画館

12%

街路の整備等

・タイルはやめて、冬場も安全な歩道に改修してほしい 

・景観の良いきれいな街路にしてほしい 

・高齢者、障がい者でも歩きやすい歩車道の段差のない歩道 

・斜めの歩道をやめてほしい 

・自由に歩いたり集う場所として通り全体が機能するよう整備 

して欲しい 

・歩道を広くしてほしい 

・歩道にキッチンカーを配置し、外でランチするなど、歩きたく 

なる、立ち寄りたくなるまちづくり 

・高齢者や子供が休める場所（日陰をつくる、樹木やベンチの 

充実など）が随所にある優しいまち 

・はっち、マチニワ間の横断歩道の整備 

・雨や雪の日、寒い日にも出歩けるような設備 

・自転車が走りやすい道路 

10%

公園・広場、

緑地の整備や充実

・フットサルなどのイベントを開催できる緑地の整備 

・子供が遊べる土のある公園 

・公園に健康運動器具をつけてほしい 

・三八城公園の遊具の充実 

・小さくてもいいから居住地近くに毎日行けるような公園 

・子供を思いっきり走らせることができる公園や広場 

・草花や植木のある憩いのある空間・緑地 

・まちなかに芝生公園（セントラルパーク、駒沢公園、札幌大通

り公園、宮下パークなど） 

・植物園 



15 

 

⑩その他の主な意見 

カテゴリ 内容 主な意見 

公共的スペ

ース 

お金や時間を気にせず過ご

せる憩いの場 

フードコートのように、お茶を飲みながら気兼ねなく
ゆっくり休んだり話ができる場所がほしい。 

利便性向上 

朝市やマーケット、道の駅な

どの直売所 

朝市や夕市、マルシェ、産直など、広場などを活用し
て新鮮で多種多様な品物が生産者から直接購入できれ
ば。 

温泉や公衆浴場、プールの設

置 

ゆっくりくつろげるまちのお風呂屋さんがほしい。子
供が友達同士でも遊べるプールや温泉施設があれば。 

景観・環境

対策 

古い店舗や空き店舗への対

策など 

古い建物の外観の修景整備。空き店舗への賃料補助や
店舗誘致。老朽化したビルは思い切って建て直し、時
代に合った店舗づくりに。 

カラスのフン害対策 秋から冬にかけて特にひどい。歩くのが嫌になる。 

店舗前の除雪・清掃 

冬場は店舗や施設によって除雪していないところもあ
り、氷が厚くなって歩行が危険。 
美術館前の除雪が遅い。秋口からはシャッターが閉ま
っている店舗前に落ち葉が散らかっているので掃除し
て欲しい。 

駐停車や路上喫煙の取り締

まり 

メインストリートなのに、駐停車する車両が多い。停
車車両が死角となって人や自転車が飛び出してきたり
するので安全面から取り締まってほしい。路上喫煙や
バス停での喫煙を禁止してほしい。 

子育て 

文化 

教育 

福祉関連 

小中高生向けの居場所とな

る施設 

小中高生の居場所がない。 
共働きの親のために夏休みや冬休みに小学生が宿題を
したり、友達と遊べる場所がほしい。 

子供連れで楽しめる施設 
冬場や悪天候でも幅広い年代が遊べる施設。小さな子
供連れや家族でゆったり過ごせる場所。知・徳・体の
調和のとれた子どもを育てるためのイベントや施設。 

体を動かせる施設整備 
多年代が天候に影響されず体を動かせる施設。スポー
ツジムやフットサル場、スケートボード専用施設。ダ
ンスができる場所。 

病院や認可保育園、福祉施設

等の充実 

小児科、産婦人科、総合病院、認定こども園、高齢者
施設を設置してほしい。 

文化、アート、ライヴハウス

など 

ライヴハウスやフェスができる施設、アートワークな
どのイベントの実施。 

学校などの教育施設 
大学のキャンパスや専門学校などを中心街に誘致・機
能移転し、若者を中心街に呼び込んでほしい。 

図書館の建て替えや分室の

設置 

図書館が古く、南郷まで行っている。建て替えまたは
もっと中心街の近くに分室を作ってほしい。 

にぎわい 

イベント等の効果的な周知 
活動イベントなどあるらしいが終わってから知ること
が多い。公共施設でイベント開催している情報が分か
れば嬉しい。市民大学講座などももっと PR すべき。 

横丁文化の充実や食の魅力

発信 

昭和の面影が残る横丁などの路地は貴重な観光資源で
あり中心街の財産。維持、支援、充実させてほしい。
食の魅力をもっと発信し、地域の特産品を長期に渡っ
てプロモーションする必要がある。 

公共的広場の有効活用 
まつりんぐ広場の活用がなされていない。市役所、美
術館の空地利用は今後も進めてほしい。 

祭り関連施設の整備 
三社大祭も青森市の「ねぶたの家ワ・ラッセ」や五所
川原市の「立佞武多の館」のような施設があれば。 

交通 交通の更なる利便性向上 
歩道と車道と分離した自転車通行ゾーンの設置。バス
停の待合室の設置。誰でも利用しやすい案内表示やア
プリ、ノンステップバスの増車など。 
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7.アンケート全体まとめ（居住者分）                              

【食料品の買物環境】 

食料品の買物環境については、63％の方が不便・不足を感じており、その主な理由は、徒歩圏

内にスーパーマーケットがなくなったことによるもので、令和４年４月の三春屋閉店の影響が

大きいことが伺える結果となった。また、既存店舗では品揃えが悪く価格も高いため、郊外に買

物に行っているという方も多く見られた。 

【洋服の買物環境】 

洋服の買物環境については、中心市街地で購入されている方の割合は 34％で、また、43％の方

が、不便・不足を感じている。その理由として、「店舗数が少ない」、「欲しい価格帯のものがな

い」などが挙げられていた。 

【物販・飲食等の利用状況】 

中心市街地での物販・飲食等の利用状況については、「コンビニ」の利用率が 57％と最も高く、

次いで「さくら野」も 54％の方が利用していると回答した。他の小売店や食料品店の利用率は

約２割程度にとどまった。 

【サービス等の利用状況】 

サービス等の利用状況については、「金融機関・郵便局」が 61％、「理美容店」が 42％と高か

った。 

【公共施設の利用状況】 

  公共施設の利用状況については、「市役所」が 57％、「八戸ポータルミュージアムはっち」が

42％と高かった。 

【その他の利用状況】 

その他の利用状況については、「お祭り・イベント」が 36％、「散策など街なかの回遊」が 32％

と高かった。 

【出かける頻度と移動手段】 

中心市街地に出かける頻度については、「週２～３回利用する」と回答した方の割合が 23％と

最も高く、週１回以上利用すると回答していた方は 62％に及んだ。移動手段としては、「徒歩」

が 73％を占めていた。また、「ほとんど行かない」と回答した方の中には、「行く理由や魅力が

ない」と回答する方が多く見られた。 

【これからの中心市街地について取り組むべき項目】 

商店街（商業機能）で取り組むべき項目については、「空き店舗に新店舗を入れることで、多様

な店舗が連なる商店街づくり」が最も多く、次に「販売する商品やサービスの魅力向上」が多か

った。 

商店街（商業機能）以外で取り組むべき項目については、集合住宅の整備や、誰もが歩きやす

い歩道、過ごしやすい公園・広場の充実などを例とした「居住者を増やし、居住者の満足度を高

める取組」へ期待する回答が最も多く、次に、公共施設での文化・スポーツ活動や、マチニワ等

のイベントでの交流機会の充実などを例とした「多様な学び、活動、交流機会を通した人づくり

やコミュニティづくりのための取組」が多かった。 

【自由記述】 

 要望・意見の多かった自由記述は、自由記述総数に占める割合が 10％以上の項目では、１位

「スーパーマーケット」、２位「小売専門店や品揃えの充実」、３位「無料もしくは利用に応じて

割引される駐車場」、４位「複合型商業施設」、５位「映画館」、６位「歩きやすい歩道の整備、

ベンチやテーブルの設置」、７位「公園・広場、緑地の整備や充実」となった。 


